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［ 病院理念 ］ 玉島とその周辺の地域で暮らす人々が、疾病・障害のあるなしにかかわらず、その人らしく輝いて暮らせ、安心して一生を終えることを支援する医療機関でありたいと願います

玉
島
協
同
病
院
は
今
後
も
部
屋
代
は
い
た
だ
き
ま
せ
ん
／
カ
ル
テ
を
開
示
し
て
い
ま
す

し
な
が
ら
日
々
の
診
療
を
行
う
」

「
③
介
護
に
か
か
わ
る
諸
施
設
の

役
割
・
諸
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
理

解
し
、
多
職
種
と
の
連
携
を
深
め

る
」
こ
と
を
目
標
と
し
て
研
修
を

行
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
指
導
医
と
看
護

師
に
同
伴
し
て
訪
問
診
療
を
行
う

と
と
も
に
、
入
院
患
者
を
指
導
医

の
も
と
に
受
け
持
ち
、
在
宅
や
施

設
入
所
な
ど
退
院
に

向
け
て
の
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
や
調
整
会
議

に
参
加
し
ま
す
。
ま

た
、通
所
リ
ハ
ビ
リ
、

訪
問
看
護
、
訪
問
薬

剤
、
訪
問
歯
科
な
ど

介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
の

参
加
や
、
地
域
の
介

護
事
業
所
の
見
学
、
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当
院
は
基
幹
型
臨
床
研
修
病
院

で
あ
る
水
島
協
同
病
院
の
臨
床
研

修
協
力
施
設
と
し
て
、
２
年
目
の

初
期
研
修
医
の
受
け
入
れ
を
し
て

お
り
、
今
回
は
２
名
の
受
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。
地
域
医
療
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
も
と
づ
き「
①
玉
島
地
域

の
高
齢
者
を
取
り
巻
く
医
療
・
福

祉・
介
護
の
状
況
を
学
ぶ
」「
②
病

棟
と
在
宅
医
療
と
の
連
携
を
意
識学習会の講師を務める筆者

研
修
医
受
け
入
れ
て
い
ま
す

研
修
医
受
け
入
れ
て
い
ま
す

　
6
月
17
日
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

マ
ス
ク
」「
標
準
予
防
策
」を
テ
ー

マ
に
院
内
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
マ
ス
ク
と
は
？

　

全
て
の
人
が
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
こ
と
で
感
染
拡
大
を
防
ぐ
考
え

ケ
ア
マ
ネ
に
同
行
し
、
訪
問・
サ
ー

ビ
ス
計
画
作
成
な
ど
見
学
し
ま
す
。

　

研
修
期
間
中
に
、
外
来・
病
棟・

訪
問
診
療
な
ど
で
指
導
医
の
も

と
、
一
緒
に
診
察
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
医
師
ク
ラ
ー
ク
課

�

土つ
ち

田だ　

貴た
か

志し

）

実
施
さ
れ
る
基
本
的
な
感
染
予
防

策
の
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、

適
切
な
手
指
衛
生
、
防
護
具
の
使

用
、
器
具・環
境
の
管
理
、
飛
沫・

接
触
感
染
の
防
止
で
す
。
特
に
感

染
防
止
対
策
の
中
で
最
も
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
手
指
衛
生

に
つ
い
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
適
切

な
使
用
量
や
手
指
消
毒
順
守
率
向

上
の
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
、
改

め
て
職
員
1
人
1
人
が
感
染
対
策

に
つ
い
て
意
識
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
今
回
の
学
習
で
改
め
て
考
え

る
機
会
と
し
ま
し
た
。

�

（
薬
剤
科　

大お
お

地ち　

和か
ず

樹き

）

方
で
す
。
こ
の
考
え
方
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ

り
広
ま
り
ま
し
た
が
、
現
在
で

は
病
院
で
も
全
国
的
に
マ
ス
ク

着
用
に
つ
い
て
見
直
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。
普
段
の
マ
ス
ク
着

用
は
必
須
で
は
な
く
、
感
染
症

流
行
期
に
は
検
討
を
し
た
り
、

標
準
予
防
策
に
準
じ
た
対
応
を

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
本
学
習
で
は
説
明
を
し

ま
し
た
。

標
準
予
防
策
と
は
？

　

感
染
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

感
染
防
止
対
策
学
習
会
を
実
施

感
染
防
止
対
策
学
習
会
を
実
施

地
域
医
療
・
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

地
域
医
療
・
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

新
体
制
と
な
り
ま
し
た
！

新
体
制
と
な
り
ま
し
た
！

　

当
院
の
強
み
で
あ
る「
在

宅
医
療
・
ケ
ア
」
機
能
を

よ
り
集
約
的
、
効
率
的
、

柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う

２
０
２
５
年
６
月
よ
り「
地

域
医
療
・
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
を
発
足
さ
せ

ま
し
た
。
今
回
、
発
足
か

ら
１
年
を
機
に
マ
イ
ナ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
お
こ
な
い
、

新
た
な
人
員
体
制
を
整
え

ま
し
た
。

　

主
に
は
看
護
師
の
体
制

を
一
新
し
、
入
退
院
の
き

め
細
か
い
対
応
に
吉
岡
香

奈
看
護
師
を
、
訪
問
診
療

の
要
望
に
も
き
め
細
か
く

対
応
で
き
る
よ
う
高
田
順

子
看
護
師
を
配
置
し
ま
し

害
を
持
っ
て
も
そ
の
人
ら

し
く
生
活
で
き
る
よ
う
お

手
伝
い
す
る
理
念
で
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
み

な
さ
ま
と
共
に
、
地
域
の

声
を
丁
寧
に
聞
か
せ
て
も

ら
い
な
が
ら
で
き
る
こ
と

を
一
生
懸
命
お
こ
な
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
地
域
医
療・
ケ
ア
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
は
さ
ま
ざ

ま
な
お
困
り
ご
と
の
は
じ

め
の
窓
口
で
す
。
ど
う
ぞ

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
地
域
医
療・
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

�

室
長　

八は
ち

谷や　

直な
お

博ひ
ろ
）

た
。
吉
岡
看
護
師
は
病
棟

勤
務
が
長
い
看
護
師
で
、

入
院
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

の
不
安
に
寄
り
添
え
る
頼

り
が
い
の
あ
る
方
で
す
。

高
田
看
護
師
も
外
来
・
訪

問
診
療
に
長
年
携
わ
っ
て

い
る
看
護
師
で
、
自
宅
で

の
患
者
さ
ん
の
様
子
を
詳

し
く
把
握
し
て
い
ま
す
。

　

玉
島
地
域
で
は
こ
の

間
、
開
業
医
の
休
止
が
続

い
て
い
ま
す
。そ
の
反
面
、

新
た
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
開

設
な
ど
医
療
・
ケ
ア
面
で

さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
あ
り

ま
す
。
玉
島
協
同
病
院
は

開
業
以
来
一
貫
し
て
地
域

の
患
者
さ
ん
が
病
気
や
障

清水医師の訪問診療に同行

訪問診療の様子 通所リハビリに参加

地域医療・ケアサポートセンターのメンバー
（前列左から吉岡看護師、センター長 清水医師、髙田看護師）



2026年度　医療安全標語2026年度　医療安全標語
～安心安全な医療を目指して～～安心安全な医療を目指して～

　
み
な
さ
ん
は
、
定
期
的
に

胃
カ
メ
ラ
な
ど
の
検
査
を
さ

れ
て
い
ま
す
か
。
早
期
発
見
・

早
期
治
療
の
た
め
に
定
期
的

な
検
査
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
胃
カ
メ
ラ
検
査
の
内
容

や
方
法
と
し
て
は
、
細
い
カ

メ
ラ
（
内
視
鏡
）
を
口
ま
た

は
鼻
か
ら
挿
入
し
、
食
道
・

胃
・
十
二
指
腸
の
粘
膜
を
直

接
観
察
し
ま
す
。
当
院
で
は
、

毎
週
金
曜
日
の
午
前
中
に

行
っ
て
い
ま
す
。
完
全
予
約

制
で
す
の
で
、
気
に
な
る
方

は
ス
タ
ッ
フ
へ
声
を
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

　
腹
部
超
音
波
検
査
も
予
約

制
で
す
。
多
く
の
臓
器
を

様
々
な
角
度
か
ら
撮
影
し
、

内
臓
の
表
面
や
密
度
の
異
な

る
と
こ
ろ
を
数
回
に
分
け
て

記
録
し
ま
す
。
超
音
波
検
査

は
、
結
果
が
明
確
に
わ
か
り
、

体
の
負
担
が
少
な
く
痛
み
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
是
非
、
定
期
的
に
自
分
の

体
を
知
っ
て
健
康
管
理
に
留

意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　（
外
来
看
護
師
長
　

�
松ま

つ
ざ
き﨑

　
か
お
り
）

（2） 第 323 号 たましま協同病院だより 2026 年８月１日

玉島協同病院は無料低額診療事業を行っています。お気軽にご相談下さい。

211
シリーズ

※ウーシャンフェン
シナモン・クローブ・
八角などがミックス
されたスパイス

♥ミンチ肉（お好みの肉）　　　　　　　　　　２００ｇ
　　玉ねぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　2分の1
　　にんにく　　　　　　　　　　　　　　１かけ又はチューブ２ｃｍ
　　クミンパウダー　　　　　　　　　　　小さじ　２
　　ケチャップ　　　　　　　　　　　　　大さじ　2～３
　　ウスターソース　　　　　　　　　　　大さじ　2～３
　　塩とこしょう　　　　　　　　　　　　少々
　　白いご飯　　　　　　　　　　　　　　2人分

……200g
…30cm位

……4分の1個
…………………１個

♥ミックスビーンズ缶（小）
♥マカロニ（好みの形）
♥きゅうり
♥たまねぎ
♥マヨネーズ
♥ヨーグルト（ある時）
♥砂糖
♥塩、コショウ

……１缶
……７0～８０g

………………………１本
………………４分の１個
………………大さじ２

…大さじ１～２
………………………小さじ１

…………………少々

豆腐ドーナッツ

①豆腐を泡立て器でドロドロにし、
卵、ホットケーキミックスの順に混
ぜていく。
　スプーンですくえるくらいの固さ
にし、柔らかければ、小麦粉を少
しずつ加えて調整する。
②揚げ油を１７０度位に熱したら、スプ
ーンですくって油の中に落とす。
　きつね色になるまでくるくる回
し、竹串を刺して生地がつかなけ
れば出来上がり。
③お好みのトッピングをつける。

作り方

♥豆腐（3個セット）… 1パック ♥卵…………………… １個
♥ホットケーキミックス　　　　 ♥あげ油………………適量
………………… １５０ｇ １袋

トッピング用
♥きなこ、砂糖（どの種類でも）、溶かしたチョコレートなどお好みで

材　料 （豆腐小１個を使って）

豆腐とホットケーキミックスと卵でしっとりドーナッツが作れます。
仕上げにきなこやきび砂糖、チョコレートをつけると楽しいですね。

今回は１２個出来ました。きび糖を混ぜたきなこをかけました。

胃
カ
メ
ラ
・

　
腹
部
超
音
波
検
査
に
つ
い
て

　医療安全委員会では、医療事故を防ぐことを目的として活動しており、毎
年院内全ての部署に医療安全に関する標語の作成をお願いしています。今年
も様々な標語が出来上がりましたので、ご紹介します。

医局：年に一度は　good job報告（自分のでも良いよ）

薬局：捨てましょう　思い込み　拾いましょう　確かな情報

検査室：今年こそ　気付いたときには　「Good Job」を

放射線科：思い込み　捨てて確認　確実に

リハビリ係：整理整頓に努めて　訓練スペースの安全確保

栄養係：その一手　止まって確認　ミスゼロへ

事務課：goodjob　見つけて活かして　事故ゼロへ

地域医療・ケアサポートセンター：�その気づき　報告し合って　
　　　　　　　　　　　　　　　　事故防止

居宅介護支援事業所：生活の中にある危険　気づくのは　ケアマネ

外来：なんか変　その違和感　放置しない

１病棟：ダブルチェック　『たぶんOK』は　禁止ワード

２病棟：したつもり　やったつもりが　事故になる

通所リハビリテーション：�意識して！　利用者の動き見えてますか？　
　　　　　　　　　　　　見てますか？

透析室：グッドジョブ　みんなで共有　事故防ぐ


